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第Ｓ５回数学教育実践研究会レポート

数学基礎の授業における取り組み（２）

北海道倶知安高等学校教諭）信田匡載

１．はじめに

昨年度の第Ｓ３回数学教育実践研究会でのレポートの続きです。後期では対象生徒の多

くが推薦入試や公務員試験等で合格，採用となったため当初予定していた数学Ａの看護学

校・私大入試対策ではなく，数学基礎の授業を中lujlに取り入れて行うことにしました。ま

た最後の統計分野では数学Ｉでは時間数等の都合であまり踏み込めないところまで行いま

した。後期に行った授業内容をレポートします。

２．後期の授業内容（概略）

後期に実施した内容の概略は以下の通りです。本レポートでは主に統計分野に関連した

内容の授業について説明したいと思います。

＝

３．「図形と人間」での授業の概略

数学Ａ平面図形の演習の前に「小学校中学校の図形の復習十α」と位置づけ、英語や

世界史や倫理などでの学習内容にも少し触れながら必要な事項を復習していきました。

特に円周率に関しては「小学校の知識で円周率がＳより大きく４より小さいことを示

せること」や「円周率の数をＳ線譜に並べると（ちゃんとしだ）音楽になること」など

反応がよかったと思います。またピタゴラスやタレスについては現在北海道でも放送さ

れるようになった「たけしのコマ大数学科」から－部をＤＶＤで鑑賞しました。

数学Ａの問題演習 数学基礎に関連する内容

1０月 図形と人間

･古代の測量（図形の面積）
● ピラミッドの高さ（相似）

･三平方の定理

･円周率と円の面積

1１月 平面図形（問題演習）

1２月 身近な統計

･データの種類

･度数分布表、ヒストグラム

･代表値

･分散、標準偏差

１月 身近な統計

･偏差値

･相関図と相関関係



4．「身近な統計」の授業実践について

以下のような計画で実践を行いました。

（１）単元の目標および指導計画

目標

・皇近な統計資料を活用することを通して、主体的に課題意識を持ち、それらを

表現しようとする態度を育てる。【閏１Ｍ意欲・憩度】

」･グループ学習を通して、他者の意見やデータの受け止め方を知り、データ（情報）

を多面的に分析する力を鶴う゜【数学的な見方や考え方、数学的な技能】

・代表値や分散・標準偏差などの概念を学ぶことを通して、データ分析における

基礎的な知識を身につける。【知識・理解】
｡'

指導計画（１０時間内２時間はテスト）

※本来予定してＷ三相開国や相関関係について時間が確保できなかったため簡単な説明

のみ行い,｣冬休みの宿題'(任意)として課しだ。

学,弩活動 時数 目 標

統計とその目的 １ アメリカ大統領遡挙の世論調査から寵査方法などの問題

点を指摘し、より正確な調査や分析をする上で統計を主体的

に学ぶ必要性を認識し、今後の学雪への意欲を育む

【関・恵・態】

資料の整理 １．ｓ ヒストグラムの作成の仕方を学ぶ【知・理】

架空のテスト結果から同じデータでも区間の設定により、

ヒストグラムの形が変わるため、受け手の受け止め方が変わ

ってしまうことを実感し、認識する【晃・害】

階級の幅と＝峰性 １ スタージェスの公式など度数分布表やヒストグラムの区

間の設定に関するいくつかの方法を知る【知・理】

野球選手の投球データから二峰性のヒストグラムができ

た原因を分析しようとする。～【関・意・態】

代表値 ０ ● Ｓ 中央値、最頻値、平均値の求め方を知り、処理する

【知・理】

まとめと演習 ２ 今年と昨年の気象データを元に「今年の方が暖かく感じた

理由」をこれまでの学習を生かして分析する

【関・意・態】【技】

データの特性は平均値だけではつかめないことを家計調

萱のデータなどから認識する【貝・者】

分散・標準偏差 １ ２つの店の商品データから散らばりの様子は平均値だけ

で判断できないことを認識する【貝・害】

分散、標準偏差の求め方を知り､､処理する【知・理】

偏差値 １ }偏差値の求め方を知り､ｲ処理する‘ 【知ｂ理】

正規分布表を用いて偏差値からおおまかな順位を計算す

ろ方法を知る－’【関・意ｂ態】



（２）視聴覚機器などの活用

１０年経験害研修の年でもあり，普段あまり使わない視聴覚機器を使った授業を行っ

てみました。

①大型モニター

資料（プリントでは小さくなって読みにくいものなど）の内容を説明するときに

活用しました｡また､前時の授業で終わりきれなかったときにデジカメで写真を撮り、

パソコンを介してモニターに映し出すといった使い方を行いました。統計の授業は作

業が中lujlとなるため状況によっては中途半端に終わってしまうことも予想されます。

この使い方をすることで授業に余裕ができました。

②プ□ジェクター

〆大型モニターと使い分けて使用。大きな違いは提示する画像（資料）に書き込みが

できるという点。そして、最近のプロジェクターは光還等の性能もいいため、黒板に

直接投影しても不便でなく、またチョークの字が映えるという利点があった｡ただし、

大型モニターよりも目が疲れやすく、黒板のスペースをとってしまうため短時間にピ

ンポイントでの使用にとどめるよう配慮しました。

⑧ミニホワイトボード

グループでまとめたことをＡ３版のホワイトポードに書き込ませ、黒板に貼り付け

て活用しました。場所はとってしまうが、付菱紙のように黒板上の適当なところに配置

でき、ＫＪ法のようにグルーピングが可能なところが魅力に感じました。そして何より

も１枚１０ｓ円で売っているため手頃で使いやすく廃棄もしやすいのがいいと思いま

した。

今回はプロジェクターや大型モニターが他教科との授業での兼ね合いで比較的借り

やすい状況だったのに加え，この授業の前後に他の授業が入らないという好条件があ

ったので可能だったように感じます。特にプロジェクターに関しては持ち運びとセッ

ティングが大変だという感が（単に慣れていないだけなのかもしれませんが）否めま

せん。最近ではポケットサイズのプロジェクターも売っているようですが，光量の面

で黒板に投影して使えるようなものなのか疑問です。実際に利用されている先生のお

話を聞かせてもらえればと思います。



(３）成果と課題

この授業の一部は１０年経験者研修で模擬授業を行いました。そのときに先生方か

らも大変貴重な意見を頂けました。また授業の最後にアンケートをとりました。それ

らから成果と課題をまとめてみます。

①統計分野を扱うことや扱い方について

成果）授業アンケートで「数学基礎の授業の中で一番興味の持てた内容は？」の問い

に１ｓ人中５人が「統計」と答えた！（回答数が一番多く、次に「確率」「点字」

が３人ずつと続きました｡）

‐統計データの裏側を読む難しさや大切さを感じたようでした。

課題）感じたようですが…さて、定善は？

ゴ学年末考査にて一時期話題となったあの問題を出題しました。

ある中学校の３年生の生徒１００人の身長を測り、その平均を計算するとちょうど

1ｅａＳｃｍになった。この結果から確実に正しいといえることにはＯ、そうでない

ものには×を解答欄に記入しなさい。

（１）畠畏が１ｓ３．５ｃｍよりも高い生徒と低い生徒はそれぞれ５０人ずついる。

（２）１００人の生徒全員の身長をだすと１ｓ８５０ｃｍになる。

（３）皇長を１０ｃｍごとに「1ｓ0ｃｍ以上１４０ｃｍ未満の生徒」「140ｃｍ以上

１５０ｃｍ未満の生徒」…というように区分けすると「1ｓ0ｃｍ以上１７０ｃｍ

未満の生徒」が一番多い。

※2011年４月首都圏の大学の新入生約ｅ千人におけるテストでこの問題の

正答率は７ｓ％「４人に１人が『平均』の意味を知らない」と新聞紙上を

賑わせましたが…。

正解率は（１）（３）がら７％（２）は５３％で、定雪の度合いとしては物足りなさ

を感じました。「平均についての正しい理解」はこの統計分野の授業を行ううえで一番

重点を置いたつもりでしたが、単元の計画やそのバランス等を再考しなければならな

いと採点していて思いました。

しかし，もう一間「平均給与が昨年と１００万円上がるときに自分の給与は必ず上

がるか」については９３％の正解率でした。生徒の解答の中には「自分の給与は大幅

に下げられても重役たちが何億円と給料が上がれば平均給与は１００万円上がるはず

である。（大体そうやって新入社員たちを鴎そうなんて会社はロクな会社じゃない｡)」

とあって全く理解していなかったわけではないのだとホッとしました。

また．統計分野の指導はこれで３回自ですが、扱うデータの鼠をどうするかいつも

悩みます。生のデータは現実味がある－万計算鬮等が煩雑になってしまいます。今回

は数学基礎という時間的に少し余裕があることや３年生の力霞を考え、気象データを

そのまま活用してみましたが､「たくさんの情報から自分で選択し処理する力が皇につ

く」という一方「分析の結果が多岐に及ぶため課題に対しての解答が躍昧になる」な

どの意見が先生方から出されました｡この辺りもさらなる検討が必要だと感じました。

全体的には「まだまだ荒削りで雑駁である」という感じがしています。



②グループ学習を取り入れたことについて

成果）授業アンケートにおいてグループ学習について肯定的に捉えている生徒が

半数以上！

‐データに対する他の人の受け止め方の違いや意見を交わすことで考えがより深

まった。集団討論の役に立った（？）などの回答がありました。

課題）個人追求とグループ学習とのバランスは適切か？そもそも、グループ学習を
充実させるための前提として・・・

‐アンケートの中で「もう少し個人で壱えたかった」という意見がありました。

また授業中の取り組みをみると多少面倒くささを感じている様子もありました。

「何のためのグループ学習なのか？」その意図をよりしっかりと伝えるべき

だったと思います。また、この授業ではＳ年生ということもあり「アイスブ

レーキング」を最初に１回行うだけである程度上手くグループ学習ができまし

たが、集団が違えば・・・・話し合いが上手くいかないグループが出てきたと

きの手立てについて深く考えておく必要性を強く感じました。

５。おわりに

後期は数学基礎の内容を中Iujlに触れることができました。生徒の実態によるかとは思

いますが、数学基礎こそ教科書だけでなくその周辺のこと、そして生徒の興味関lujl等を

踏まえながら題材を変えていくことが大切で､またそれが可能な科目だと私は思います。

今年度も担当している生徒に恵まれて－つ－つの内容に楽しく意欲的に取り組んでいた

ように感じられました.最後の授業でとった数学基礎の授業についての感想の一部を別

紙に載せますが、準備こそ決して楽ではない分生徒の反応はまずまずだったのではない

かと感じました。課題としては準備の手間が割けるかどうか、そしてこの授業を「数学

基礎」という科目で置くことが適切なのか、そして選択する生徒の実態によってはどこ

をどのように変更するのか、その検証が今後必要だと考えています。

２回に分けて昨年度の実践を発表させて頂きました。昨年この授業を受け持つとき、

数学基礎の実践例というのがあまりなかったのでとても不安でした。こうやって今まと

めていてもこの授業は独りよがりなものだったのではないかという感がしています。数

学基礎で先生方の実践例を教えて頂ければ幸いです。拙い発表を聞いて頂きありがとう

ございました。



Ｌ

く参考資料等＞

統計分野

く授業の組み立てや流れを考える上で参者になりました。＞

・「マンガでわかる統計学」大上丈彦SoftBankCreaWe

。「高校数学で分かる統計学」竹内淳講談社

く授業で示す教材や事例としてたくさん活用させてもらいました。＞

・「毫近にある統計-事例から学ぶやさしい統計の活用方法-」

渡辺美智子品質月間委員会

･気象庁

･統計学習の指導のために

http://wwwjmagojp/jma/menu/reporthtml

http://www･statgojp/teacher/indexhtm

＜義務教育の段階でどのような指導をされているのか参考になりました。＞

・算数用語集一算数用語とその指導のポイント

http://www・shinko-keirincojp/keirinkan/sansu/WebHelIQ

･小学校教科書（東京霞籍）

･中学校教科書（東京書籍．教育出版，大Ｂ本図書）

図形分野

．「マンガ幾何入門」岡

・「数学を築いた天才たち」ス

。「物語数学の歴史」 加

・たけしのコマ大数学科（ＤＶＤ）

岡部恒洽講談社

スチュアート・ホリングデール

加藤文元中公新雪

讃歌社

ポニーキャニオン
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